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パブリックコメント手続で提出された「意見の対応状況」について　（Ｒ５年７月３日～Ｒ５年８月１日実施）
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パブリックコメント手続での意見

○対応区分　「Ａ．計画に盛り込むもの」、「Ｂ．計画(案）に盛り込み済みのもの」、「Ｃ．計画に盛り込まないもの」

            　「Ｄ．具体的な事業の実施にあたり参考とするもの」「Ｅ．その他要望・意見等」

番号 項　目 対応区分

1
第１章

はじめに
Ａ

2
第２章

河頭浄水場の
概要

Ａ

3
第３章

現状と課題
Ｂ

4
第３章

現状と課題
Ｅ

5
第３章

現状と課題
Ｅ

意見等を受けた人数

　6　人　　

市　民　か　ら　の　意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況

Ｐ２　計画の位置付けの表の中　河頭浄水場（甲系統の浄水施設）更新基本計画の
下へ（Ｒ４年度～Ｒ１３年度）を赤字で、また、右側へ更新基本計画の内容を記載
すると理解できる。

ご意見を踏まえ、Ｐ２「河頭浄水場（甲系統の浄水施設）更新基本計画」の下へ
「（Ｒ４年度～Ｒ１３年度）」を、右側に「河頭浄水場（甲系統の浄水施設）の更新
について基本的な方向性を定める計画」を追記します。

対　応　区　分

Ａ．意見の趣旨等を反映し、計画に盛り込むもの

Ｂ．意見の趣旨等は、計画（案）に盛り込み済みのもの

Ｃ．計画には盛り込まないもの

Ｄ．具体的な事業の実施にあたり参考とするもの

Ｅ．その他要望・意見等

計

Ｐ３　下の表の中へ甲系統の更新工事完成後のＲ１３年度の新甲系（もしくは、新
名称）の施設処理能力の数字を現甲系統と比較した表を記載したほうがより理解で
きる。

新甲系の施設能力は、現甲系と同じ施設能力にすることから、施設能力の増減はあり
ませんが、ご意見の趣旨を踏まえ、Ｐ１７「第５章　河頭浄水場（甲系統の浄水施
設）の更新」－「１　更新施設の施設能力について」－「（２）河頭浄水場の施設能
力」に現有の施設能力を追記します。

8.6水害を学生時代に味わった身としては、災害に強い施設を造ってほしい。
Ｐ１５「第４章　更新のコンセプト」－「２　強靭な浄水場」において、自然災害な
どが発生したとしても、運転を停止することのない、強靭な浄水場を目指すこととし
ております。

原水水質によって、取水停止や活性炭注入をされているようですが、それぞれ全自
動で運用されているのでしょうか。突発的な水質の変化に応じて、自動化されてい
たら安心できます。

取水停止や活性炭注入については、全自動で行っておりません。
突発的な水質の変化については、引き続き、連続監視を行い、濁度の上昇や油類の流
出などの状況に応じて、適切な対応を行ってまいります。

新しい甲系が出来上がるまで工事期間が長いようですが、それまで既設甲系の浸水
対策は問題ないでしょうか。最近も集中豪雨による被害があり、いつ同じような災
害が起きてもおかしくありません。

既設甲系統の浸水対策については、現状で実施可能な対策として、浄水池をコンク
リート壁で覆うことや非常用電源設備の高台への移設を行っております。
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パブリックコメント手続での意見

○対応区分　「Ａ．計画に盛り込むもの」、「Ｂ．計画(案）に盛り込み済みのもの」、「Ｃ．計画に盛り込まないもの」

            　「Ｄ．具体的な事業の実施にあたり参考とするもの」「Ｅ．その他要望・意見等」

番号 項　目 対応区分市　民　か　ら　の　意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況

6
第４章
更新の

コンセプト
Ｂ

7
第４章
更新の

コンセプト
Ｂ

8
第４章
更新の

コンセプト
Ｅ

9
第４章
更新の

コンセプト
Ｅ

10

第５章
河頭浄水場

（甲系統の浄
水施設）の更

新

Ａ

11

第５章
河頭浄水場

（甲系統の浄
水施設）の更

新

Ｂ

12

第５章
河頭浄水場

（甲系統の浄
水施設）の更

新

Ｂ

13

第５章
河頭浄水場

（甲系統の浄
水施設）の更

新

Ｃ

Ｐ１６　今後、経営資源（ヒト・カネ）の減少が見込まれることから、維持管理を
効率化・高度化するためにＤＸの導入、ＩｏＴ活用を検討すべきと考えます。

Ｐ１６「第４章　更新のコンセプト」－「４　持続可能な浄水場」において、最新技
術を活用し、予防保全や維持管理しやすい浄水場を目指すこととしております。

浸水、降灰、テロ等々の対策で現状は池の水が一部露出した状態で処理されていま
すが、かなり不安を覚えます。水が露出しない設備も有ると聞いていますが検討さ
れていますか？

Ｐ２６「第５章　河頭浄水場（甲系統の浄水施設）の更新」－「４　更新施設の機能
について」において、浸水対策や降灰対策、テロ等対策に取り組むこととしておりま
す。

Ｐ１５　今回甲系統の浄水施設更新計画を実施されますが、とてもおいしい安心、
安全な水を供給できる施設の図面や機器名を記載すると理解できると思う。

本事業は、Ｐ２８「第７章　事業スケジュール」－「１　事業の進め方」において、
官民連携により民間事業者が公共施設の設計及び建設を担う手法（ＰＰＰ／ＰＦＩ手
法）の導入を検討していることから、図面や機器名は記載しておりませんが、施設の
イメージとして、P25の「図５－６　更新後の浄水処理フロー（イメージ図）」を考
えています。

最適と考えます。 賛同のご意見として承ります。

Ｐ１８　上の表の乙系統の表現で、甲系統の更新が完了した後、旧甲系統を運転す
ることで、乙系統の運転を停止しても・・・とあるが、旧甲系統が使用できないた
め、新甲系統の工事を実施し完成後は旧甲系統は施設を撤去するとなっており、な
ぜ更新後旧系統は使用するか理解できません。

乙系統の浄水施設は、耐震補強する際に運転停止が必要となり、河頭浄水場の施設能
力が不足します。このため、乙系統の耐震補強を実施する間、旧甲系統を継続して運
転することで、施設能力を補うこととしております。
ご意見の趣旨を踏まえ、Ｐ１８「第５章　河頭浄水場（甲系統の浄水施設）の更新」
－「２　更新方法などについて」の表現をより分かりやすくなるよう記載します。

浄水処理方式の選定については、水質目標設定を現状の水質以上を確保すること。
Ｐ２２「第５章　河頭浄水場（甲系統の浄水施設）の更新」－「３　浄水処理システ
ムについて」－「（３）浄水水質の目標設定」において、現状の水質以上を確保する
こととしております。

Ｐ２３　（イ）浄水処理方式選定のコスト比較は維持管理費も含め詳細に検討され
ていますか？世の中には50年使用可能な膜もあると聞きますが、すべての処理方式
でもっと検討していただきたいと考えます。

想定される浄水処理方式について、維持管理費も含め検討しています。

膜ろ過方式の採用を望みます。

Ｐ２３「第５章　河頭浄水場（甲系統の浄水施設）の更新」－「３　浄水処理システ
ムについて」－「（４）原水水質に対応した浄水処理システム」において、現状の水
質以上を確保することができる浄水処理方式を検討する中で、浄水水質、環境性、経
済性の評価を行った結果、総合評価の高かった急速ろ過方式を採用することとしてお
ります。
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パブリックコメント手続での意見

○対応区分　「Ａ．計画に盛り込むもの」、「Ｂ．計画(案）に盛り込み済みのもの」、「Ｃ．計画に盛り込まないもの」

            　「Ｄ．具体的な事業の実施にあたり参考とするもの」「Ｅ．その他要望・意見等」

番号 項　目 対応区分市　民　か　ら　の　意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況

14

第５章
河頭浄水場

（甲系統の浄
水施設）の更

新

Ｅ

15

第５章
河頭浄水場

（甲系統の浄
水施設）の更

新

Ｅ

16
第６章

事業計画
Ｂ

17
第６章

事業計画
Ｂ

18
第６章

事業計画
Ｅ

19
第７章
事業

スケジュール
Ｅ

20

第８章
河頭浄水場

（甲系統の浄
水施設）の更
新に係る検討

Ｃ

21

第８章
河頭浄水場

（甲系統の浄
水施設）の更
新に係る検討

Ｅ

甲系統以外はいつ更新されますか。早めの更新を期待しています。
甲系統以外の共通施設や乙系統については、耐震化や長寿命化に取り組むこととして
おります。

入札における公平性の観点から、監視制御システムは全て更新対象とすべきと考え
ます。

事業の実施にあたり公平性を確保します。

概算事業費に対する意見
太陽光パネルや水力発電等で省エネを検討してはいかがでしょうか。

Ｐ２６「第５章　河頭浄水場（甲系統の浄水施設）の更新」－「４　更新施設の機能
について」－「（６）環境への配慮」において、太陽光発電などの再生可能エネル
ギー導入に取り組むこととしております。

近年の類似災害に対応すべく、数日間停電しても非常用発電機で十分対応できるよ
うに検討してほしい。

Ｐ２６「第５章　河頭浄水場（甲系統の浄水施設）の更新」－「４　更新施設の機能
について」－「（４）停電対策」において、非常用電源の充実を図ることとしており
ます。

Ｐ２７　表に甲系統の設計・工事費用が記載してあるが、この根拠である施設配置
図や、施設規模内容を記載すべきと思う。

本事業は、Ｐ２８「第７章　事業スケジュール」－「１　事業の進め方」において、
官民連携により民間事業者が公共施設の設計及び建設を担う手法（ＰＰＰ／ＰＦＩ手
法）の導入を検討していることから、施設の配置図や内容は記載しておりませんが、
施設規模等についてはＰ１７「第5章　河頭浄水場（甲系統の浄水施設）の更新」－
「１　更新施設の施設能力について」に記載しております。

Ｐ２８　ＰＰＰ方式について、公平性の観点から既存の維持管理業者様を含まない
方向性（オペレーションを含まないＰＰＰ方式）で検討すべきと考えます。

事業の実施にあたり公平性を確保します。

Ｐ２９　（４）として計画の進行管理として、計画、実施、点検、見直しのＰＤＣ
Ａの図を入れた方がよいと思う。

本計画は単独の施設更新を目的とした基本計画を示したものであることから、ＰＤＣ
Ａサイクルを含めた計画にはなっておりません。

Ｐ２９　これほどの事業で、検討4回、委員数5名は妥当なのでしょうか？他市事例
ではもっと長い期間、色々な方のご意見も含め検討されていないのでしょうか？

委員会は学識経験者、経済界及び利用者の代表から選出しており、人数については妥
当であり、基本計画の策定にあたっても十分検討されたものであると考えておりま
す。
なお、他市事例については、同規模の事業で委員数５～６名、検討回数5回程度となっ
ております。
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パブリックコメント手続での意見

○対応区分　「Ａ．計画に盛り込むもの」、「Ｂ．計画(案）に盛り込み済みのもの」、「Ｃ．計画に盛り込まないもの」

            　「Ｄ．具体的な事業の実施にあたり参考とするもの」「Ｅ．その他要望・意見等」

番号 項　目 対応区分市　民　か　ら　の　意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況

22 その他 Ｂ

23 その他 Ｂ

24 その他 Ｅ

25 その他 Ｅ

26 その他 Ｅ

乙系統は昭和４６年に通水しているが、近い将来、老朽化により更新しなければな
らないと思うが、将来人口減少による水使用減少により更新しなくてもよいか、記
載したほうがよいと思う。

Ｐ１８「第５章　河頭浄水場（甲系統の浄水施設）の更新」－「２　更新方法などに
ついて」において、乙系統は耐震補強を実施し、長寿命化を図ることとしておりま
す。
水使用減少への対策としては、Ｐ１７「第５章　河頭浄水場（甲系統の浄水施設）の
更新」－「１　更新施設の施設能力について」－「（２）河頭浄水場の施設能力」及
び「（３）水需要減少への対応」において、現在の水運用及び施設能力から、河頭浄
水場を軸とした水道システムを構築していくこととしており、河頭浄水場は現有の施
設能力を維持し、河頭浄水場以外で水需要に応じた施設能力への適正化を図ることと
しております。

民間を活用するのであれば、急速ろ過に限定せず業者の自由な発想で様々な方式で
競争させてみては如何でしょうか？

Ｐ２３「第５章　河頭浄水場（甲系統の浄水施設）の更新」－「３　浄水処理システ
ムについて」－「（４）原水水質に対応した浄水処理システム」において、現状の水
質以上を確保することができる浄水処理方式を検討する中で、浄水水質、環境性、経
済性の評価を行った結果、総合評価の高かった急速ろ過方式を採用することとしてお
ります。

河頭浄水場は、策定の趣旨にもあったように本市の最重要施設であることから、更
新にあたっては十分な検討を行い、安全安心な水の供給に努めるために、強靭な浄
水場建設に向けて取り組んでいただきたい。

Ｐ１５「第４章　更新のコンセプト」－「２　強靭な浄水場」において、自然災害な
どが発生したとしても、運転を停止することのない、強靭な浄水場を目指すこととし
ております。

無事故での工事をお願いします。
工事の実施にあたり、局及び受注者が一体となり、事故防止に向けて取り組んでまい
ります。

工事中の騒音や工事車両の通行の安全配慮など役所として体制強化してほしい。
工事の実施にあたり、局及び受注者が一体となり、騒音対策や工事車両の通行に関す
る安全配慮などに取り組んでまいります。
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